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羽
幌
町
と
富
山
県
旧
平
村

（
現
在
の
南
砺
市
平
地
域
）は

昭
和　

年
に
友
好
町
村
を
締

54

結
。
昨
年
、
交
流　

周
年
を

30

記
念
し
て
舟
橋
町
長
を
は
じ

め
と
し
た
訪
問
団
が
南
砺
市

を
訪
問
し
た
ほ
か
、
羽
幌
町

こ
き
り
こ
唄
保
存
会
で
も
中

高
生
の
実
技
研
修
を
目
的
に

こ
き
り
こ
の
故
郷
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
伝
統
文
化
の
継
承
と
郷
土

芸
能
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
羽
幌
町
こ
き
り
こ

唄
保
存
会
が
富
山
県
越
中
五

箇
山
こ
き
り
こ
唄
保
存
会
の

招
へ
い
を
計
画
。
羽
幌
町
人

づ
く
り
事
業
補
助
金
を
活
用

し
て
来
訪
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
学
芸
会
に「
こ

24
き
り
こ
唄
」を
取
り
入
れ
て

い
る
羽
幌
小
学
校
を
訪
れ
、

４
〜
６
年
生
を
対
象
に
本
場

の
唄
と
踊
り
を
披
露
し
た
ほ

か
、
平
地
域
と
羽
幌
町
と
の

つ
な
が
り
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
。
ま
た
、
板
さ
さ
ら
の

持
ち
方
や
こ
き
り
こ
竹
の
鳴

ら
し
方
な
ど
楽
器
の
指
導
に

も
あ
た
り
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
、
こ
き
り
こ
の
文
化

や
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

羽幌小学校での様子。6名
という少ない人数ながらも
迫力のある舞を披露し、子
どもたちを魅了しました。

実技指導では、短冊形のう
すい板が何十枚も合わさっ
た「板ささら」や「こきりこ
竹」のコツを伝授。上手に
音を出せたかな？

最終日の25日には舟橋町長
を表敬訪問。近況報告や昔
話に花を咲かせ、3日間の
交流を締めくくりました。

一行を囲んで質問タイム。
「五箇山の合掌造りについ
て」や「こきりこ唄をどう伝
承しているか」など活発な
質問が飛び交いました。

初日に行われた「はぼろ学
講座」には約50名の町民が
参加。全員で「ささら踊り」
や「手踊り」を体験しました。


